
1．はじめに
放射線安全取扱部会は，（公社）日本アイソトー
プ協会の一部会として，安全管理に携わる放射線取
扱主任者と安全管理を担当する者の専門家集団とし
て，放射線の利用に貢献するための組織です。部会
では，みなで楽しみながら情報交換を行い，知識や
技術の向上と普及などを行うことを目指していま
す。部会全体として法令に関する検討や安全に関す
る調査，研究などを行っていますが，活動の大きな
柱は，全国を 7ブロック（北海道，東北，関東，中
部，近畿，中国・四国，九州）に分けた支部での活
動です。
各支部での活動は，支部ごとに設けた委員会を中
心に行っています。委員の任期は 2年です。現在の
第 32期の委員の任期は今年度末までのため，新し
い第 33期の委員の選出を行います。

2．支部委員候補者の推薦と選出
推薦に基づく選出制度によって，第 33期支部委

員が選出されます。まず支部委員候補者を，当該支
部に所属する部会員 1名が推薦する届（他薦のみ）
を提出します。候補者の中から，第 32期支部委員
会が第 33期支部委員候補者および支部長候補者（部
会員に限る）を部会長へ推薦します。自薦はできま
せんので，自ら支部委員を務めてみようと考える部
会員は，まず近くの部会員に推薦を依頼してくださ
い。また，すべての部会員は支部委員に相応しい方
を是非とも推薦いただきたく，よろしくお願いいた
します。なお，部会員以外の方でも放射線安全取扱
部会の活動にご賛同，ご協力いただける方を支部委
員候補者に推薦できますので，併せてお知らせいた
します。

3．支部活動と委員の役割
各地域で新しいアイデアを企画化し実行できるの

が支部活動の強みです。その 1つが，地域の主任者
と放射線管理担当者を対象とした研修会，勉強会，
交流会等になります。ここ数年はコロナ禍のためリ
モート開催となりましたが，そのおかげでどなたで
も各支部の個性あふれる研修に参加することができ
るようになりました。今年からは，ハイブリッド開
催や対面開催も併用し，ポストコロナ時代の新しい
研修が展開されようとしています。また，全支部に
共通する活動として，放射線業務従事者に対する教
育訓練（オンライン開催）と，放射線取扱主任者試
験問題の解答例作成への協力があります。各支部で
得意とする分野を受け持ってもらっています。協会
が開催する定期講習や，全国の事業所から受ける出
張講習依頼に際しては，講師としてご活躍していた
だくことも多くあります。
部会最大の行事である放射線安全取扱部会年次大
会は各支部が持ち回りに担当して，企画と運営を行
います。支部委員を中心に実行委員会が組織され，
地域の特色が全国の部会員にアピールされます。支
部委員にとっては大変ですが，たいへん良い経験に
もなります。

4．各支部の委員定数と部会員数
各支部の委員定数と部会員数を表に示します。放
射線安全取扱部会の部会員は 2023年 7月末現在で
1,480名です。各支部の都道府県別の内訳は次のと
おりです。
○北海道支部（43）
○東北支部：青森（17），岩手（6），宮城（43），秋
田（6），山形（9），福島（24）
○関東支部：茨城（78），栃木（13），群馬（16）埼
玉（67），千葉（79），東京（238），神奈川（100），
新潟（30），山梨（7），長野（13）
○中部支部：富山（10），石川（19），福井（14），
岐阜（14），静岡（21），愛知（56），三重（9）
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○近畿支部：滋賀（12），京都（47），大阪（103），
兵庫（45），奈良（10），和歌山（7）
○中国・四国支部：鳥取（4），島根（5），岡山（21），
広島（20），山口（8），徳島（10），香川（4），愛
媛（9），高知（3）
○九州支部：福岡（40），佐賀（2），長崎（8），熊
本（16），大分（6），宮崎（4），鹿児島（9），沖
縄（5）
支部委員定数はおおむね部会員数を反映していま
すが，北海道支部のように部会員の少ない支部でも
地域の活動に必要な 5名の定員は確保しています。

表　各支部の委員定数と部会員数

支部 委員定数 部会員数
北海道 5 43

東北 6 105

関東 12 641

中部 8 139

近畿 10 224

中国・四国 6 84

九州 6 90

合計 53 1,326

5．推薦と選出のスケジュール
第 33期支部委員候補者の推薦，支部委員の選出
は次のスケジュールで行われます。
推薦届の提出期間：

2023年 11月 1日～30日
支部委員会における第 33期委員の選出：

2023年 12月
本部運営委員会における選出委員の承認：

2024年 1月
第 33期支部委員の活動（予定）：

2024年 4月 1日～2026年 3月 31日

支部長は支部委員候補者のうち部会員の中から選
任されます。
支部委員の任期は 1期 2年ですが，その後も選出
されれば再任を重ねることができ，最長 3期 6年と
なります。

6．支部委員候補者推薦届
委員候補者：当該支部に所属する部会員（法人に
あっては代表者），又は部会員以外。ただし後者の
場合は放射線安全取扱部会の活動にご賛同，ご協力
いただける方に限ります。
推薦者：当該支部に所属する部会員（法人にあっ
ては代表者）に限ります。
推薦者はあらかじめ候補者の同意を得てくださ
い。候補者は年齢，所属と会員であれば会員番号を
推薦者にお知らせください。
現在，放射線安全取扱部会部会員でない協会員の
方は，協会ホームページの会員マイページにて，放
射線安全取扱部会に所属するよう変更してくださ
い。
推薦届：様式は協会ホームページ（https://www.

jrias.or.jp）に掲載されます。

必要事項を入力の上，電子メールの添付ファイル
として，事務局宛に送信してください。届出先は各
支部ではありませんので，ご注意ください。用紙の
各欄に必要事項を記入することが必須で，空欄があ
る場合には受付できませんので，この点もご注意く
ださい。届出締切日は 11月 30日です。
なお，現支部委員向けに再任届の仕組みが導入さ
れました。再任届の場合，推薦理由，推薦者の記入
は不要です。

主任者コーナーの編集は，放射線安全取扱部会広報専門委員会が担当しています。
【広報専門委員】
　柴田理尋（委員長），井原智美，恵谷玲央，出路静彦，平木仁史，福島芳子
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